
図３ 河床調査の結果（点線：測定結果 実線：設計時） 
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１． はじめに    

本橋りょうは，青森県深浦町を流れる吾妻川の河口部に位置する 

上部工 6連下部工７基（橋台２基、橋脚５基）の橋りょうである． 

建設当時のみお筋は 1P～2P 間であったが，現在は 3P～2A 間に変化 

している．（図１に位置を示す） 

2014 年 10 月 31 日に軌道検測の結果，徐行が必要な値が計測され 

  たため詳細な調査を行い，第 5橋脚に洗掘が確認されたことから対 

  策工を検討し，恒久対策を実施した．本報告では，洗掘状況の把握 

  と監視体制，対策工の効果について報告する． 

２． 洗掘状況の把握 

2014年 8月 8日の豪雨時に第5橋脚に設置してある洗掘検知装置

が警戒値を超え，現地調査を行った．第 5橋脚には多量の流木が集

積（写真１）しており流木の除去および衝撃振動試験を行い，下部

工の健全度把握をおこなった．結果は，図２に示すように 4.4Hz で

前回測定値（H14 年測定）6.0Hz を初期の固有振動数とみなし， 

健全度判定指標値κ＝実測固有振動数/初期の固有振動数＝0.73 

（鉄道構造物等維持管理標準より）となり，判定としては A2 ラン

クの判定であった.尚，当日の軌道検測結果に異状は無かった.  

橋脚の動的な変位測定を実施したころ，流木が集積している状態

での振幅が5.9mmと大きく，流木を除去後に再測定したところ0.1mm

と小さくなったことを確認した.以上を踏まえ，洗掘検知装置鳴動

当日においては，列車の運行に影響はないと判断した． 

河川増水が収束した後，再度衝撃振動試験および河床調査を行い

洗掘状態の把握を行った.衝撃振動試験の結果変化は見られなかっ

たが，河床調査の結果，4P～5P 間の根固めブロックの不陸（矢印方

向への沈下）と，ブロックの下部土砂流出が確認された．図 3 に河

床調査の結果を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 洗掘，根固め，シートパイル ，橋脚衝撃振動試験 
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図１線路平面図
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写真１流木集積状況

図２ 判定区分と衝撃振動試験の結果 

・フーリエスペクトル位相図 
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健全度指標値(κ)

κ≦0.70 A1

0.70<κ≦0.85 A2

0.85<κ≦1.00

1.00<κ

・健全度判定区分

B 現状では問題は少ない．

S 現状では健全と考えられる．

判定ランク 処　　置

A
異常時外力に対して危険な変状がある．他の
調査結果を参照し，補修，補強を考慮する．

固有振動数の低下など進行性の把握を行う．
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３． 監視と応急対策 

10 月 31 日に EAST-i（軌道検測車）の計測結果により

現地調査したところ，徐行が必要な値が計測されたため，

直ちに徐行措置を行った．また，衝撃振動試験を実施し

たところ８月の結果と同じ 4.4Hz であったが，根固めブ

ロック（３ｔ）の一部撤去を行い，橋脚下部工（直接基

礎）下に約 30cm の洗掘を発見した．(写真２) 応急対策

として根固めブロック下部への土砂埋戻しおよび根固

めブロックの据え直しを行うとともに，既設洗掘検知装

置データの確認と現場監視を実施した（写真３） 

応急対策実施後に再度衝撃振動試験を実施した結果， 

固有振動数の増加は認められなかった． 

４． 恒久対策工の検討と効果 

恒久対策として，さらなる洗掘防止と基礎部の安定性の向上を図る

ために，締切工として用いられるシートパイルで橋脚周りを囲み橋脚

と連結することで，洗掘防止およびシートパイルで荷重を受け持つ構

造に改良を行い基礎構造形式の安定性の向上を図った． 

図４に対策平面図、図５に対策断面図を示す．恒久対策実施後に衝撃 

振動試験を実施した結果，測定固有振動数＝13.9Hz となり健全度判定 

指標値κ＞1.0 で S ランクとなった．これは，地盤の拘束力が橋脚に伝達 

しやすくなり変化したものだと考えられる． 

 

５． まとめ 

今回の取組により，大きな災害につながる前に対策工事を完了す

ることが出来た．（写真４） 

今後の維持管理として，対策工事後の固有振動数を初期値として

河川増水時および定期的に衝撃振動試験および橋脚の天端の高さの

管理，河床高さの管理を実施していく考えである． 

今後の定期検査においては，検査の着眼点として，表面上根固め

ブロックに変状がなくても中詰め土砂の流出等が見られる箇所につ

いては，衝撃振動試験等を実施し類似した事象の発生を防止し安全

安定輸送に貢献していく． 
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図４ 恒久対策 平面図 

写真３ 応急対策後 

図６ 固有振動数 

写真４ 恒久対策完了 

写真２ 根固めブロック撤去状況 

図５ 恒久対策 断面図 
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